
病院勤務医の負担軽減のための考え方
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病院内での
取組み

医師と他職種と
の役割分担

入院時医学管理加算
医師事務作業補助体制加算
ハイリスク分娩管理加算

糖尿病合併症管理料
薬剤管理指導料
医療機器安全管理料
入院栄養食事指導料 等

他の医療機関
等との間の取

組み

医療機関の勤務
医負担軽減体制

入院医療におけ
る役割分担

外来医療におけ
る役割分担

医療機関以外と
の役割分担

地域連携診療計画管理料
地域連携診療計画退院時指導料 等

夜間・早朝等加算
在宅療養支援診療所の評価 等

リハビリテーションにおける介護保険
との役割の明確化
老健施設入所者に係る診療料 等
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注） 内科・・・内科、心療内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、アレルギー科、リウマチ科、神経内科
外科・・・外科、呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科
精神科・・・精神科、神経科
耳鼻いんこう科・・・耳鼻いんこう科、気管食道科
泌尿器科・・・泌尿器科、性病科、こう門科

（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査
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泌尿器科
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整形外科

脳神経外科

産科・産婦人科

眼科

皮膚科

リハビリテーション科（理学診療科）

放射線科

麻酔科

病院診療科別医師数の推移

○病院に勤務する医師数は全体でみると増加している（H.2 12万9千人→H.18 16万8千人）
○病院に従事する医師数を診療科別にみると、リハビリテーション科、麻酔科において
医師数の伸びが大きい。
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